
平成１４年８月 七管区初となる新３０メートル型巡視艇
「むらくも」が厳原海上保安部に配属

平成１５年11月 対馬沖において発生した巨大な竜巻の映像
を巡視艇「あさぐも」が撮影
撮影した竜巻映像が世界に配信される

平成１６年２月 対馬海上保安部ホームページ開設

平成１６年４月 厳原海上保安部から対馬海上保安部と改称

平成１７年５月 対馬沖の我が国ＥＥＺ内において徘徊中の外
国漁船が停船命令に従わず逃走したことから立
入検査忌避の「漁業法」違反で検挙

平成１７年11月 対馬市上対馬町所在の比田勝港雷埼
灯台の灯器がＬＥＤ化

比田勝港雷埼灯台

巡視艇むらくも 巡視艇「あさぐも」が撮影した竜巻



平成１８年２月 対馬沖を航行中の高速旅客船が
海洋生物（推定）と衝突し、航行
不能となる。船体への浸水等なく、
乗員乗客148名も無事

平成１８年３月 巡視艇「はやぐも」（３０メー
トル型）が比田勝海上保安署に配属

平成２０年３月 巡視艇「やえぐも」（３０メー
トル型）と巡視艇「なつぐも」
（３０メートル型）が対馬海上保
安部に巡視艇「あきぐも」（３０
メートル）が比田勝海上保安署に
配属

平成２１年３月 巡視艇「たつぐも」（３０メー
トル型）が対馬海上保安署に配属

平成２１年11月 対馬市厳原町所在の神埼灯台の
灯器がＬＥＤ化

平成２１年７月 対馬沖において、外国高速小型
船による外国人不法入国事件（密
航者７名と乗組員２名）を検挙

巡視艇はやぐも

巡視艇あきぐも

巡視艇やえぐもと巡視艇なつぐも

巡視艇たつぐも
逃走する外国高速小型船



平成２３年９月 対馬沖の我が国EEZ内で操業中の外国漁船
１隻を「排他的経済水域における漁業等に関
する主権的権利の行使等に関する法律」違反
により、検挙

平成２４年２月 巡視艇「たつぐも」（３０メートル）が
萩海上保安署へ配属替え

平成２４年３月 巡視船「あさじ」（ＰＳ型）が対馬海上
保安部に配属（対馬へのＰＳ型巡視船の配
属は初めて）

平成２４年５月 対馬沖の我が国ＥＥＺにおいて停船命令に
従わず逃走した外国漁船の立入検査忌避事件
を立続けに２件検挙

平成２３年11月 対馬市上対馬町所在の尉殿埼灯台の灯器が
ＬＥＤ化

巡視船あさじ

検挙した外国漁船

停船命令に従わず逃走する外国漁船



平成２５年12月 対馬沖において外国籍タンカーとコンテナ船が
衝突し、タンカーが炎上（タンカーの乗組員
27名全員無事救助）その後も炎上を続け、1月に
ようやく鎮火

平成２５年 8月と10月に対馬沖の我が国ＥＥＺにお
いて停船命令に従わず逃走した外国漁船
の立入検査忌避事件を検挙

平成２６年 ２月と７月に対馬沖の我が国ＥＥＺにお
いて停船命令に従わず逃走した外国漁船の
立入検査忌避事件を検挙

平成２６年10月 対馬市島内の漁港において水中銃によ
り魚を採捕した外国人を「外国人漁業の
規制に関する法律」違反で検挙

平成２７年４月 山登りに行ったまま行方不明となって
いた男性１名を海上捜索中の巡視艇「む
らくも」が対馬長崎鼻灯台にて発見、そ
の後、消防により無事救助された

手を振り救助を求める男性

水中銃

炎上する外国籍タンカー

逃走する外国漁船を捕捉する巡視艇



平成２７年９月 対馬沖東側の海域にて異常気象【突風】
が一因と思われる日本漁船５隻の転覆海
難が発生、乗組員３名が救助され、４名
が死亡、１名が行方不明（後に船内で発
見）となる。

平成２８年７月 入港遅延船（手漕ぎボート）通報を受
け、捜索中のところ対馬市豊玉町アヨウ
埼付近に乗揚げているボートと遭難者を
発見、悪天候により海上からの救助が困
難であったことから、海上保安官が陸路
により救助

平成２８年９月 対馬周辺海域において多数の流木を発見され、
その後６日間で約１５０本の流木を回収（流木
による航行船舶の被害なし）

平成２９年４月 対馬沖にて外国籍タンカーが機関故障により航
行不能となり対馬方向に漂流中（乗組員１４名無
事）であったが錨泊後、約３９時間後に自力復旧
し目的港向け航行を開始

平成２９年11月 対馬市美津島町所在の芋埼灯台及び豊玉
町所在の対馬長崎鼻灯台の灯器がＬＥＤ化

芋埼灯台

回収した流木

転覆している漁船



平成３０年８月 海上保安制度創設７０周年及び灯台１５０
周年記念に伴う「巡視船艇体験航海」及び
「巡視艇一般公開（船内見学）」を実施

平成３０年11月 海上保安制度創設７０周年及び灯台１５０
周年記念に伴う「対馬海上保安部特別展」を
実施

巡視船艇体験航海

対馬海上保安部特別展


